The Bank for International Settlements in the Age of the Second World War (2) by 西牟田, 祐二
Title第二次世界大戦期の国際決済銀行(2)―大戦中のBIS経営陣―
Author(s)西牟田, 祐二



























第二次世界大戦期の国際決済銀行(2)… … ……西 牟 田 祐 二1
経 済発展過程 における生産性 成長 と
要素投 入成長 の役割 一………………・・…………松 尾 昌 宏22
香 港上 海銀行 と中国政治借款 の展 開 〔1)………藷 文 欄45
「新 装花王 石鹸」 のブラ ン ド戦略(2)… ・………齊 木 乃 里 子62
組織帰 属意識 の国際比較研究 の
問題 点 とその課題 〔1)…………・…・・…………太 源 有79
学 会 記 事
平成10年3月





西 牟 田 祐
1第 二次世界大戦直前期の変化
戦争勃発前の最後 の数 ヶ月において国際決 済銀行(BIS)に い くつかの変化
が起 きた。1939年2月と3月 にバ ーゼルにおける二人の主役たちが相前後 レて
退任 した ので あ るpド イ ツ ・ライ ヒスバ ンク総裁 のヤル マール ・シャハ トが
BIS監査 役会 を去 り,ま た経営 統括権 を持 つBIS総 裁 の オランダ人 ヴィルヘ
ルム ・バ イヤ ンが12月の終わ りに離任 する事 を明らか に したのであ る。
シ ャハ トのバーゼ ルか らの退任 は彼 のライ ヒスパ ンク総裁か らの解任の結果
で あった。その直接的な きっかけは彼 の ヒ トラーに対す る.1939年1月7日の手
紙が与 えた。その中で彼 は他の7人 の ライ ヒスバ ンクの幹部 とともにヒ トラー
にたい し第 三帝国の軍備拡大を これまでのよ うなライ ヒスバ ンクの信用 によっ
てで はな く将来 は税金 によって賄 うように懇願 したので ある。それへ の.回答 と
して ヒ トラーは彼の長い 間の忠実な従者であ ったシ ャハ トと7人 の他 の署名者
の内の6人 を ライ ヒスバ ンクか ら解任 した%た だ ひ とり外 国為 替の スペ シャ.
リス トであ るエ ミー ル ・プー ルEmilPuhlは,.ライ ヒスバ ンクに据 え置かれ
た。後 述す るようにプールは鰻争 中ベ ル リンとバーゼル との間を結合す るコン
タク ト ・マ ンと しての役割 を坦 うのであ る。来 るべ き戦 争 には 「財 政の魔術
師」 シ ャハ トはライ ヒスバ ンクの頂 点 には必要 なか った。加 えて シャハ トは
1930年代 中頃 よ り激 し く戦 って来 たヘ ルマ ン ・ゲー リングとの権 力闘争に も敗
1)Vo6ke,Wilhe㎞,5励漉5G醐野Frankfort1957.
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れ ていた。.だが ライヒスバ ンク総裁の解任後 シャハ トはヒ トラーか らまった く
冷遇 された ので はな.い。彼の国際金融界 とのコ ンタク トは重要であ った。 シャ
ハ トは無任所大臣 と して政府に残 ったのである。
新 しい ライ ヒスバ ンク総裁 として ヒ トラーはライヒ経済相の ヴァル ター ・フ.
ンクを据 えた。 ドイツの化学 トラス トのIGフ ァルペ ン社長のヘ ルマ ン ・シ ュ
ミッッHenna㎜Schmitzと.これまで どお りの タル ト・フォン ・.シュレー ダー
とともに フ ンクが いまや 戦争終結 まで の ドイ ツか らのBIS監 査役 会へ の トリ
オとな った。 ライヒスバ ンク副総裁 エ ミール ・プー ルが ヴァルター ・フンクの.
代理者 として彼 らを補完 していた。 これ らの代 表団がBIS監 査役 会の3月 例
会 のために全部 そろってバーゼ ルで落 ち合った時,.ヒトラー に とってBISが
さらに一層 重要である とい う事が はっき りして きた。ヘ ンリー ・モーゲ ンソ}
が偵察者 としてバーゼ ルに派遣 していたマール ・カ クランMerlCoebranの電
報の中で当時第三帝国か らBISへ の新た な人員の就任は次のよ うに出て くる。
「ヴ ァル ター ・.フンクは諸 中央銀行総 裁 に対 して,ラ イ ヒスバ ンクのBISに
たいす る関係 は何 も変わ りません と言 い,BISに 友 人の シャハ トに対 して と
同様の協 力を請 うた。彼 は総裁た ちに彼 自身あ らゆ る協力 の用意が ある事 を保
証 した。すべ てにおいて フ ンクはBISに 対 しての積 極的 な姿勢 によ って私 に
も好印象を与えた。 また ライ ヒスバ ンク副総裁 エ ミール ・プール も私 に対 して
積極的な印象を与えた。」21諸中央銀行総裁 たちの,新 たな ライヒスバ ンク法が
この ドイツの中央銀行 を法的 にフユー ラーの下に置 くとしてい ることについて
のある種の懸念 をプールは次 の言 葉で取 り払 った。 「新たな定款で ライ ヒ.スバ
ンク経営組織 に導入 された指導者原理 は,決 定が経営陣 の多数決 によって行 な
われるので はな く,一..一に総裁 によって行 なわれ るこ とを意味 してい ます。 シャ
ハ トの もとで はライヒスバ ンクは形式 的には民主主義的で したが,し か し事実






ンクは"全 体主義的"だ ったのです。 いまや新 しい総裁,フ ンクの もとで確か
.に定款 には指導者原 理が掲 げ られ ま したが,事 実上 はわれわれは協 力 し合 って
います。今 日で はライヒスバ ンクは シャハ トの下で よ りも民主的です。」31
ス イ ス との 関 係
ヤ ル マ ー ル ・シ ャハ ト と ヴ ィ ル ヘ ル ム ・バ イ ヤ ン の 辞 任 の 影 で こ の 年 の 初 夏
に は ま たBISの ス イ ス 国 立 銀 行 と の 関 係 が 少 し ぎ く し ゃ く し た 。 ス イ ス 国 立
銀 行 総 裁 エ ル ン ス ト ・ ヴ ェ ー バ ーEmstWeber,副 総 裁 の パ ウ ル ・ ロ ジ ー
PaulRossyおよ び 総 支 配 人 の ブ リ ッ ツ ・シ ュ ノ み フFritzSchno㎡はBISの
監 査 役 会 に お け る ス イ ス.の議 席 を 放 棄 し よ う と考 え た の で あ る%そ の 理 由 は,
イ ン グ ラ ン ド銀 行 の オ ッ トー ・ニ ー メ イ ヤ ー 卿SirOttoNiemeyerがス イ ス 国
立 銀 行 副 総 裁 パ ウ ル ・ロ ジ ー のBIS監 査 役 会 入 り に 対 し て 拒 否 権 を 発 動 し た
か ら で あ る 。 サ ー ・オ ッ トー は イ ン グ ラ ン ド銀 行 の ノ ー マ ン総 裁 の 右 腕 で あ り,
BIS監 査 役.会の 議 長 で あ っ た 。 彼 は ス イ ス 国 立 銀 行 の 経 営 陣 に,か れ ら の 総
裁 の エ ル.ンス ト ・ ヴ ェ ー バ ー の 代 わ り に 副 総 裁 の パ ウ ル ・ロ ジ ー に よ っ て
BIS監 査 役 会 で ス イ ス 国 立 銀 行 を 代 表 さ せ る 事 は 容 認 で き な い と 主 張 し た の
で あ る5㌔ ニ ー メ イ ヤ ー の エ ル ン ス ト ・ヴ ェ ー バ ー と の 話 し 合 い に お い て も 意
見 の 一 致 は も た ら さ れ な か っ た 。 サ ー ・オ ッ トー は パ ウ ル ・ロ ジ ー を は っ き り
と拒 否 し,他 方 ス イ ス 国 立 銀 行 の 側 で はBIS監 査 役 会 へ の 代 表 者 の 人 選 を 決
し て 外 部 か ら 指 図 さ れ よ う と は さ せ な か っ た 。 ロ ジ ー は 抗 議 して い る 。 「監 査
役 会 議.艮の オ ッ トー ・二 一 メ イ ヤ ー 卿 の 候 補 者 わ た く し に 対 す る 拒 否 権 は ま っ
た く 理 解 で き な い 。 彼 自 身 何 ら か の 中 央 銀 行 の 総 裁 で も な い し副 総 裁 で も な い 。









監査役 会 メ ンバ ーへ の任命 に何 ら異議 を唱 えなか った6BIS.の内部 において
小 国が 陥 らねぼな らない不平等 な扱 いが あるな ら,わ た しがBISの サー クル
で協力す ることはで きない。」5}.』1.・.♂
スイス国立銀行代 表のBIS監 査役 会か らの退場 とい う事態 はスイスの金融
部門の長であ り,.連邦評議員 のエ ル ンス ト ・ヴェーバーには同意で きない こと
で あった。.かれ はス イスの利益 〔国益)に は この機 関 との個 人 的な(人 格的
な)コ ンタク トがぜ ひ必要だ と考 え,従 ってス イ.ス国立銀行経営陣 にニー メイ
ヤーの条件 に従 うことを要求 した。それ に対 して経営 陣はスイス国立銀行の上
位 の経 営機 関で ある銀行委員会 において この問題 を提起 した。銀行委員会が連
邦評議 会の見解 を多数で支持 した後,エ ルンス ト・ヴェーバー はつい に自らの
意志には反 して彼 自身がBISの 監査役会議 席 に残 ることにな.つた%
オッ トー ・三一メイヤー卿 によって命 じられたスイス人 エル ンス ト・ヴェー
バーの選択 とい う事 態はBISの 監査 役会 における実 際の権力配分 につ いて光
を当て るもので ある。監査 役会 には3つ の階層が ある。完全 な議決権,す なわ
ち拒否権,を 持つ ものはただ6つ の構成 員す なわ ちイギ リス,フ ラ ンス,ド イ
ツ,ベ ルギー,イ タリア及 び日本の中央銀行総裁で ある。第二の階層は,オ ラ
ンダ,ス ウェーデ ン,ス イスの3つ の中央銀行幹部で ある。第三の階層はゴ'6
つの中央銀行総裁か ら指名 され る8つ の監査役会 メ ンバーp通 常はそれぞれの
総裁の副官 である。 ドイツとフランスはさ らに民 間銀行界か ら第三の代 表者を
出せる。 ヨーロ ッパ の諸大国の中央銀行家 たちの高貴 なクラブにおいては スイ
ス国立銀行 の代表者 はただ控 えめ な副次 的な役割 を演 じてい た に過 ぎない。
BISにたいす るスイスの固有 の貢献 は機 能す る金融場所 を用意 した こと とス
イス1.フラ ンとい う安 定的 な通 貨 にあるのだ。そ して1936年9月28日のスイ



















ス イス ・フラ ン切 り下げの問題 をBIS銀 行部 門は引 き続 き1日来の金 に対す る
スイス ・フラ ン交換比率 を維持す ることで解決 した。1850年以来変化.していな
い純 金0.29032258グラム=1ス イス ・フラ ンの比 率が30%だけ切 り下 げ られ
た時,BISは これ に参 加 しなか った。同行 はス イスフ ランの旧金 交換比率 を
維持 し,そ れ以 来BISに 固有 の通 貨を 「スイス金 フラン」 とい う名前で 帳簿
記載 し,そ の金交換比率 は切 り下げ前 の比率 に維持 された%
アメリカ合衆国人のBIS総裁選出
1939年3月イギ リス ニオ ラ ンダ系企業 ユ ニ ・.リー ヴ ァ社 が オ ラ ンダ人 め
BIS総裁 ヴ ィルヘ ルム ・バ イヤ ンを同社 のロ ン ドンで の総 支配人 と して任命
する ことにな った。バ イヤ ンの後継者 さが しは困難で大胆 な企てであ った。.と.
い うのは こうした ポス トに対 す る適切 な候補者 は非常 にまば らに しかいないか
らであ る。新 しいBIS総 裁は,..特別 の専 門的及 び人格 的要求の ほか に,イ ン
グラン ド銀行,フ ラ ンス銀行,ド イツ ・ライ ヒスバ ンク,イ タ リア銀行および
.ベルギー国立銀行 の愛顧 を受 けな くてはな らないばか りで はな く,よ り小さな
諸 中央銀行 に とって も都合が よ くな くてはな らないか らであ る。最初の候補者
選びの巡 回は,一 人の スウェーデ ン人,一 人のスイス人,一 人の オランダ人か
ら成 っていたが,誰 も愛顧 を獲得 で きなか った6そ こで結局 オ ッ トー ・二一メ
イヤー卿 はロ ンドンのシテ ィに豊 富な鉱脈 を見つ けた。1939年6月戦争前 の最
後の会議でBIS監 査 役会 はアメ リカ合衆 国人の トーマ ス ・ハ リン トン ・マ ッ
キ トリックThomasHarringtonMcKittrickを1940年1月1日付 けで3年 任期
の新 たなBIS総 裁 に選出 した。 アメ リカ合 衆国連邦準備制 度 はこの選 出に対
し何 も反応 は しな.かった。
アメ リカの諸新 聞はマ ッキ トリ ックの選 出を積極 的に受 け止めていた。当時
8}DieBankI〔irIロ亡ematbr田1enZ置hluロgaus呂』ichqnddセBa51εrZus3mmen補㎡te,H㎎.Bl風
Basel1990,S.46、本 稿 の 中 で は ス イ ス フ ラ ン名 で 表 示 さ れ た 金 額 は必 要 な 場 合 にの みBISの
使 用 した 通 貨 「ス イス金 フ ラ ン」か ら通 常 の ス イス7ラ ンに 計 算 し直す 。
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ウォール ・ス トリー ト・ジャー ナルは次 のよ うに コメ ン トしてい る。「アメ リ
カ人の任命 を もって この国際銀行 は ヨー ロッパ政策 の銀行サー クルか ら移され
るべ きだ ろう。 この任命 でBISの 管理 の政 治的中立性 は確保 された と見 なさ
れ得 る。そ してマ ッキ トリ ックの20年間の ヨー ロ.ッパでの経 験は この難 しい時
代 においてBISの 中立性 だけでは な く,そ の効率 的経営 も期待 させ るもので
あ る。(中略>BIS監 査役 会は この アメリカ人 を少 なか らず次 の ような期待 を
持 って選出 した もの と思われ る。すなわちチ ェコス ロバキアの金 の一件 によっ.
て打撃 を受 けた同行 の評価 を再 び改善す るとい うことが それで ある。」9,
トーマス ・H・ マ ッキ トリックは ミズリ一州セ ン ト ・.ルイスの中産階級の出
身で,こ の 年50歳にな った とこ ろで あった1%1907年か ら1911年まで 八一
ヴァー ド大学 で学 んだ後 セ ン ト・ル イス大 学で法律 学を専攻 した。1916年に
マ ッキ トリックはニ ュー ヨー クのナシ ョナル ・シテ ィ ・バ ンクの ジェノア支店
の副支店長 にな った。1918年は じめか ら1919年の終わ りまでかれ はフランスに
お けるアメ リカ合衆国軍に2年 間勤務 した。1920年のはじめ にマ ッキ トリック
はニ ュー ヨー クに戻 り,そ こで リー ・ヒギ ンソ ン銀行商 会LeeHigginson&
Co.のジ ュニア ・パー トナ.一となった。1922年かれ はロ ンドンの ヒギ ンソ ン銀
行商会 に移 り,そ こで1939年6月に次期BIS総 裁に選ばれ るまで の15年間を
過 ご した。年月の経過 の中で彼 は様 々な役職 につ き,ロ ン ドンにおけるアメ リ
カ合衆 国商業会議所会頭やバ ーゼルにお ける ドイツ商業債務 の据 え置 き協定の
ための仲裁委 員会副議長等 に就 き,ま たエ ス トニ アの レヴァル(タ リン)に あ
る ノルデ ィッシュ製紙会社 の社長 ともなっていた。 「当時30歳代 にロ ン ドンで
わた くしはまるで イギリ、ス人の ような生活 を送 ってお り,ほ とん どもはや アメ
リカ人ではないか のよ うだ った。」 とマ ッキ トリ ックは,1964年にプ リンス ト.
ン大学 のジ ョン ・フォス ター ・ダレス ・オーラル ヒス トリー ・プロジェク トの
g>7偽8職'StmtJourna{NewYork,Is.6.1939..


































歴 史家がすで に年 金生活に入 ってい る彼 をたず ねた際 に回想 してい る。「少 な
くとも月に一 回はわ た しは大陸 ヨー ロ ッパに渡 り,ヨ ーロ ッパの金融界ではほ
とん どイギ リス人 として通 っていた。1922年以来 ロ ン ドンで働 き,生 活 し,さ
らにそれを超 えて明瞭 なイギ リスの金 融機 関を代表 していた。ニ ュー ヨー クの
個人銀 行 とのあ らゆる結合関係 に もかかわ らず,ヒ ギ ンソン銀行商会 におけ る
私 のパー トナーはみ なイギ リス人であ った。」1茸1939年3月に ヒギ ンソ ン銀行商
会のふ た りの イギ リス人の上級 パー トナーが退職 した後 で,ニ ュー ヨークの
リー ・七 ギ ンソ ン銀行商会 はロン.ドンの子会社 を解消す ることに決めた。マ ッ
キ トリックに は職 がな くな り,BISか らの申 し出 の仕 事 はま さに渡 り.に船
だ った と彼 は言 う1%こ れ を.もってBISは レオ ン ・フ レーザー の退任 の4年
後 にな ってふたた びアメ リカ人.の総 裁を もつ ことになったのであ る。そ して し
か もBIS敵 対者で アメ リカ合衆 国財務 省長官 のヘ ン リー ・モー ゲ ンソーのひ
い きの人間で はな く,BISに友 好的 な ウォー ル ・ス トリー トの民 間金融界 の
信頼で きる人間に他 ならなか った。
BISにとって も トーマス ・H・ マ ッキ トリ ックの人選 は幸 運で あ るこ とが
分 かった。第二次世界大戦中 にバーゼルに運 ばれた この ミズー リ出身の男は,
確 かに,な ぜBISが 戦時期 を超 えて生 き抜 いたか の唯一 の理 由で はないだろ
う。 しか し,BISが,ア メ リカ人の総裁 な しで は戦争 を損失 を被 らず に生 き
延 びる ことはで きなか ったであろ うことも同 じく確か な ことであ る。 この こと
は行論 の うちに明 らか となる。
n戦 時への適応過程
対独宥和政策か ら1939年9月におけ る英仏 の ドイツに対す る経済戦争への移
行 は,ま った く突然 に起 きたのではな く一歩一歩経過 した。た とえばユ939年か




に対 す る寛容 な適用 の結 果 として穴 だ らけであ った,3)。全 面的 な経 済戦 争 は
1940年5月10日ドイツのベ ルギー及びオ ランダへ の攻撃 を契機.としては じめて
始 まったのであ る。その後 も例 えば当時のイギ リス外相で その のちイギ リスの
駐米 大使 となったハ リファックス卿LordHalifaxのよ うな極端 な適応主義 者
は ドイツ との勢力 均衡 とい う選択肢 を保 持 し続 けた1%か れ らはそ の.ことに
よって大英帝国の維持 を期待 したので あった且5}。「.
大戦勃発後の最 初の 日々において イングラン ド銀行 総裁 壬 ンタギ ュー.・..ノー.
マ ンは予定されたBIS総 裁 であ るマ ッキ トリ ックにたい して,「イ ングラ ン ド
銀行 はどんな場合 で もバ ーゼルのBISの 機構 を維持 す ることを望 んでい る。
た とえ枠組 だけで あった と して も。」 と強調 していた。「とい うのは もし再び よ
い時代が来 るので あれば,わ れわれはそれを放棄す る ことはで きないか らであ
る。」IL)BISを維持 す るとい う信条 はただ実行 に移す には大変難 しい こ とだ と
い うこ とを ノーマ ンは正確 に知 っていた。 「も しわ た しが今 日バーゼ ルで ドイ
ツのBIS監 査役会 メ ンバ ー と同 じテーブルに座れば,わ た しは対 敵取引禁止
法 に違反す ることになるだろ う。敵 との経済的な コンタク トを厳格 に禁 じてい
るあのイギ リスの法律で ある。」1ηロ ンドンでの動 きとは違 って,パ リで はむ し
ろBISo)解散 への方向の動 きの兆候 が出始め ていた。 フランス政府 はかれ ら
のBISに たいす る8000万スイスフ ランの利 子 な し保証払 い込み金 の解約 予告
を.し,他方 でBISの フラ ンス人総支 配人 の ロジェ ・オ ブワ ンRogerAuboin
は.彼 自身 と ドイツ人総支 配人のパ ウル ・ヘ ヒラーPaulHechle■は戦争 の継
続 の間BIS経 営 陣か ら抜 け るべ きだ とい う提 案を同時 に行 な っていた18)。こ




















ンス銀 行や ライ ヒスバ ンクが 抜 け る とい うこ とは,そ の他 の諸 中央銀 行 の
BISにたいす る信頼性 を疑い もな く壊 す もので あって,こ れを もってBISの
終焉 を確 認す ることにな った ことで あろ う。 これ を阻止す るためにイ ングラ ン
ド銀行 は1939年の9月 半ばにオ ッ トー ・ニー メイヤー卿にイギ リス政府 の全権
を持 たせてパ リに派遣 した。そ して当時支配的であ った対独宥和か ら経 済戦争
への流動 的な移行 とい う雰 囲気の もとで ニー メイヤー とフランス銀行首脳 は英
仏両国 の蔵相 との合 意の下で 「BISの戦時への適応」 とい う概念 を展 開 した。
す なわ ちBISの 月例 の監査役 会会議の 中断 と経営 責任の新 たな総 裁,当 時 は
まだ 中立 国であ った アメ リカ合衆 国か ら来た新 たなBIS総 裁 への委 譲 による
BISの中立化であ る。
さらにそ れを超えてパ リで はまた戦時 におけるBISに とって の4つ の中立
原則 が作成 された。 ロジェ ・オブワ ンは戦後にな ってか らこれ を次 のように書
いてい る。
「1;バ ーゼ ルにおけ る諸発券 銀行 総裁 による月例 のBIS監 査役 会会
議 と年 毎 の株主 総会 は戦 争 の間一 時 中断 され,そ の間BISは 経 営 陣 に
よ って監査役 会 メ ンバー相互 の書簡 を通 じた相談 ・決定が 導入 され る。
H:BIS63:すべて の文書交換諸 銀行 にたい しいず れの側か らであ れ異 議
を唱 え られ る業務 を決 して行なわない,し か もそれが純粋 に合法的 なもの
で あ って もそれ を行 わない,こ とを保証 す る。 皿:BISは 政治的領土 的
な新秩序 をすべての側が これを受け入れた時初 めて承認す る。W:す べて
のBISの 個 々の業務 は この 自ら課 した厳格 な中立性 とい う行動原理 を満
たさなければ ならない。」197
イギ リス とフラ ン客に よるBISの 存続 とい う原則決定 は金融的 に も経済 政
策的 に も動機づ けられた ものであ った。純粋 に金融 的に見 る.とフランス とイギ
.リスはBISか ら最 も多 くの利益 を得 てい たので ある。 フラ ンスのBISへ の貸




『し付 け金 は2億3千2百 万スイス フランに達 してお り
,イ ギ リスの場合は8千
万 スイスフラ ンであ った。 このヤ ング案 に もとつ く貸与金は大部分が ドイ ツに
投資 されてい たのである。他方 ライヒスバ ンクはBISの ドイツに対す る投資
の利子 を毎年 きちんと支払い続 けていた。 ロジェ ・オブワ ンが強調す るところ
で は こうであ る。 「両債権 国の共通の利益 は,こ の機関が正 しく運営 される と
.い う前提 の下で,.ドイツ ・ライ.ヒか らの利子 の移転 メカニズ ムを機能 し続けさ
せ る とい うところにあ った。」鋤
金 融的利益 と並 んで イングラ ン ド銀行 とフラ ンス銀行 はBISの 存続 にひ と
つの経済政策 的な利益 を見ていた。両行 ぽ,戦 争終結後 において も 「ヨー ロ ッ
.パの諸 中央銀行 間協力 および国際的な経済記帳 のための技術的 な手段 とい う職
務を放棄 してはな らない」 と考 えていたのである2㌔.
3人 の ド.イツのBIS監 査役 会 メ ンバ ーた ちす なわ ち ライ ヒスバ ンク総 裁
ヴァル ター ・ブンク,ド イツの民間銀行 の代表者 の タル ト・フ ォン ・シュ レ「
ダー男爵,お よび ドイツの産業 界を代表す るIGフ ァルペ ン社長のヘ ルマ ン ・
シュミッツは.ヒ述 のパ リで の会議 には出席 していなか った。 ドイツ人たちは し
か しなが らこの敵 に よって見出 され たBISの 存続 のための解決策 に完全に同
意 した。 ライ ヒスバ ンク副総裁 のエ ミー ル ・プー ルは1939年11月に フ ォン ・
シュレー ダー男爵にたい しこう伝 えてい る。 「ライヒスバ ンクはBISの さ らな
る,無 傷 の業務活動 に利 益が あ る。BIS監査役会 の公 式 の会議 開催 が時機を
得た ものでないのであ るか ら,諸 監査役 会 メ ンバーはBISと のつ なが りを人.
格的 に(個 人的に}保 ち続 ける必 要があ る。 またBISの 経営 陣は個 々の構成
員 に重要な問題につ いて常 に事情 を知 らせてお くことにな るだろ う。」劉
イタ リア銀 行 もBISの 存続 に大 きな関心 があ り,総 裁 の ヴィンセ ンッオ ・








もライ ヒスバ ンク.にも手紙で知 らせてい る。 アゾ リ一二へ め返事 で ライヒスバ
ンク総裁は再度,い まや相 互 に敵対 してい るBIS構 成 諸国の共通 の利益 を,
戦後 の ヨー ロ ッパ の再建 の際にBISの よ うな有用 な金融機 関を直ち に使 える
ことが最 も有益であ るとい う議論で もって強調 してい る。そ して彼 は付 け加 え
た。「あなた も私 に同意す る と確信す るが,新 聞 にはBISの 客観 的な仕事 の利
益 のた め には全 関連 諸 問題 を議 論 す るた めの機 会 をあ ま り与 えない方 が よ
い。」23〕オランダ,ス ウェーデ ン及 びスイスの 中央銀.行総裁 たちは彼 らの見解 を
問い合わせ られる こともな く,た だ大勢の結論を知 らされただけであ った。
経営陣の引継ぎ
1939年9月における監査 役会 月例 会議 の 中断 を もってBISの 経営責任 は事
.実.ヒ経 営陣に移 った。 この機関 は当時 ヴィルヘルム ・バ イヤ ン総裁 と二人の総
支 配入 ロジェ ・オ ブ ワンRogerAuboinおよびパ ウル ・ヘ ヒラーPaulHech-
lerによって構成 され ていたが,そ の ヴィルヘルム ・バ イヤ ンは1940年1月を
もって トーマ ス:H・ マ ッキ トリ ックと交代 した。広義の経営陣には通常 総合
秘 書 の ラ フナエ.ル・.ピロ ッテ ィRa正faelePilotti,銀行 部 門 責任 者 の マー セ
ル ・ヴァン ・ジーラ ン ドMarcelvanZeeland,それに ス ウェーデ ン人 の主任
エコ ノミス トのベ ル ・ヤコ ブソンPe■Jacobssonが加 え られ る(拙 稿(1) ,
『経済論 叢』 第161巻第2号,.3頁 表1参 照〉。それで は ここでBISの これ ら
の(マ ッキ トリック以外 の)5人 の幹部た ちの来歴をざ っと見 てみよ う。
7ラ ンス人の総支 配人(Generaldlrektor)のロジェ ・オブ ワ ンは フ ランス
銀行か ら1938年は じめ にBISの 総支配人 と.してバーゼ ルに任命 された。かれ
はフランス銀行理事会 の構成員であ り,中 央銀行間協 力のスペシ ャリス トと し
て通用 していた。.バー ゼ ルで20年間,し か もフランスにおける2回 の体制転換




ドイ ツ人総支 配人 のパ ウ「ル ・ヘ ヒラー は,1940年7月1日 にナチ党 に加入
.(党員番号7685661)して いるが,バ ーゼルでのBIS総 支配人 かつ銀行部 門責
任者 として の勤務 は1935年5月1日よ り始め てい る。それ以前は ライヒスバ ン.
ク理事 の一人 と してベル リンに勤務 し,そ こで主導的 な外国為替専門家 として
見 な され ていた。彼 のバ』 ゼルへ の赴任の際 にはベ ルリ ン証券新 聞Berliner
BoersenzeitUngもまたBISに たいす る好意的な言葉を書いている。 「たいてい
の他の国際 的な組織 と異な ってBISに おいては ドイ ツの同権 的な地位 が最 初
か ら疑念 を持 たれ ること もな く,決 して脅か され よ うともしていない。」鋤パ ウ
ル ・ヘ ヒラーは戦争 中 ライ ヒスバ ンクのバー ゼルに おけ るキー ・パー ス ンで
あ った。か れ はBISの 等位 の総 支配 人 として の職 に ナチ ・ドイ ツの崩壊 を
8ヶ 月越 えて1945年12月におけるかれの心臓発作 に よる死 まで就 き続 けてい る。
イタ リア人 の人事 及 び管理 部 門担 当 の総合 秘書(Generalsekretaer)のラ
ファエ ル6ピ ロ ッテ ィは1930年か らず っ とBISに 勤 務 してい る。 イタ リア銀
行 が彼 をバーゼルに派遣す る以前 は,か れは イタ リアの ドーズ案委員会派遣団
の専門家の一人であ って,そ の後 はイタリア貿易省 の トップ官僚で あった。 ピ
ロ ッテ ィはイ.タリア ・ファシス ト党の党 員で あった圏,。1943年か ら44年にか け
て ドウチ ェ(ム ッソリーニ)の 沈みつつあ る船か らの成功裡 の脱 出のあ と,か
れ は戦後1951年に年金生活 に入 るまでBISに おいて イタ リア銀行 を代表 し続
けることになるQ
ベ ルギー人 のマー セル ・ヴァ ン ・ジー ラ ン ド男爵 はBIS銀 行部 門(Bank-
abteilung)の責任 者 のポス トに就い ていた。 ナ ショナ ル ・シテ ィ ・バ ンク ・
オ ブ ・二.ユー ヨー クの ブ リュ ッセ ル支店 副 支 店長 だ ったか れ は1932年か ら
BISに勤務 す る。戦争 中 ヴ ァン ・ジー.ラン ドは,ベ ルギーの最高 金融.界の,
ロ ン ドンに亡命 した小 部分 とブリュッセルにと どまって ドイツ占領 者 と協力 し










たよ り大 きな部分 とが交差す る点 と しての役 割を果た した。30年間にわ たる勤
務の後 マーセル ・ヴァン ・ジ▽ ラ ン ドは戦 争 中か ら継続 してい るBIS幹 部の
最後の人間 として1962年に年金生活 に入 った。
BIS主任 エコ ノ ミス トとして,伝 統 的にお な じく.BIS経営陣 に含 め られて
いるペル ・ヤコブソ ンは,1931年9月以降バーゼルにいる。彼 はスウェーデ ン
入であるがスウェーデ ン中央銀行 に属 してい るので はな く,自 由な労働市 場か
らリクルー トされ た入間で あった。 ヤ コブ ソンに率 いられたBISの 通貨及 び
経 済部 門は,.全世界の 中央銀行か らバーゼルに流れ込 む国際的 な銀行 世界 の統
計数字及 び情報 を選別 し整理 していた。 ペル ・ヤコブ ソンが責任 あ る著者 とし.
て発行 したBIS年 次報 告 は1930年代 において頻繁 に引用 された国際的銀行 ・
金融統計 のひ とつ をなす茄,。1939年か ら1945年の問ヤ コブ ソンは この年次報告.
を戦争経済 の包括 的概 説 にまで拡張 した。 ペ ル ・ヤコブ ソ ンは,26年間BIS
主任 エコノ ミス トとして とどま り,1957年にIMF理 事 となって ワシン トンに
赴任す ることになる。
イ ング ラン ド銀行 は1932年以来BIS経 営 陣 には代表 を送 ってはい な.かった
が,会 計 主任 のS.E.グッドウ.インと会計副主任 のG,」.A,ロジャー ズによっ
てBIS会 計部門 にお け る最重 要 のポス トを得 てい た。 イ ング ラ.ンド銀行か ら
バ ーゼルに派遣 された その ほか の重要 な幹部 は総務の部門長で あるF.A.コロ.
ナ ッ トと副主任エ コノミス トのF.G.コノ リ.一で あった。
.経営 陣の場合 と同 じく,BISの ミ ドルの幹部 ポス トもあ る固定的 な国籍比
率が適用 された。主導的なポス トはそれぞれ の諸中央銀行か ら直接代表 として
派遣 された銀行職員たちによって占められた。幹部 以外 の職員 に関 しては当該
部門 に権限のあ る中央銀行が その任用 に関 して拒否権 を持 っていた。1939年9
..〔 月 においては イギ リス人14人
,フ ラ ンス人13人,ド イツ人11人,イ タリア人8
人,ベ ルギー人3人,ア メ リカ人2人,お よび日本 人,ス ウェーデ ン人,チ ェ






コ人それぞれ」人ずつ,そ れ に国籍 を喪失 したかつての オース.トリア人一人 に
よって.BISの幹部職 員 は構成 され ていた卸,。この55人になお同 じぐらいの数
の スイス人の一般事務職 が加 わ っ.た。全体 としてBIS職 員総 数は1939年か ら
1945年の問 に100人か ら110人の問を上下 した。諸国籍 に応 じて分類 され た幹部
と職 員の さまざ まな部 門への配 分は1930年以 来大 きくは変わ っていなし}。.ラ
フ.アエ ル ・ピロッテ ィの下 にあ る総務部(Generalsekretariat)はイタ リア銀
行 の支配領域であ った。 イギ リス人 とフラ ンス人 はそれぞれ と りわけ会計分野
と通貨 ・経済部 門で働 き,他 方銀行部 門は伝統 的に ドイツ ・ライヒスバ ンクの
領域で あっだ ㌔
BISにお ける13人め フランス人の中 には ロジェ ・オブ ワンのほかに銀行部
門第3課 長 のG.E.ロ ヨッ トG.A.Royot,エコノ ミス トのM.ロ ーデ ンバ ッ
ハM.Rodenbachが直接 フランス銀 行か ら代 表 として派遣 されていた。残 り
のフラ ン.ス人は下位 の地位 にあ った。8人 のイ タリア人 の割 り当て人は総務部
長 の ラフ ァエ ル ・.ピロ ッテ ィの ほか に その代 理 の ウ ラジ ミロ ・.ロンカ グ リ
WladimiroRoncagliおよび通貨 ・経 済部 門エ コ ノ ミス トのG,ザ ン トボ ンテ
G.Santoomteがイ タ リア銀行か ら代 表派遣 され ていた。 この部 門には1939年
の春 か ら1940年の夏 まで アメ リカ合 衆国 人の チ ャー ルズ ・P.キン ドルバー.
ガマ もまた働い ていた。かれ は,二 手一 ヨー ク連 邦準備 銀行か ら レオ ン ・フ
レーザーの推薦で バーゼルに研究 目的で派遣 されていたので あった。 フランス



















11人の.ドイ ツ人BIS人 員 のなか にはパ ウル ・ヘ ヒラーの ほか にさ らに5人
が ライヒスバ ンクか らバ ーゼルに派遣 された幹部であ った。数年 間バーゼルに
滞在 して もかれ らはなおベル リンで年金取得資格を保持 した ライ ヒスバ ンク職
員 として も通用 していた。バ ーゼ ルに来ていた6人 の ライ ヒスバ ンク職.員の内
の4人 がナチ党員であ った。.パウル ・ヘ ヒラーのほか に外国為替責任者 のDr.
コ ンラー ト・テ ィールシaKo【uadThiersch(1938年2月1日入党 ,党 員番号
5506044),会計部 門の ナ ンバ「3で あ る ルー ドヴ ィッヒ ・メー ラーLudwg
Maehler.(1939年3月1日入党,党 員番 号7024839),および銀行部 門の南 ヨー
ロ ッパ課のDr.ギ ュ ン トナー ・ガル テン シュ レー)f-GuntherGartenschlae-
ger(1933年5月1日入党,党 員番号351081.1)であ った。 ドイツ国籍 の残 りの
5人 のBIS職 員 は特別 の機 能 を持 たず 翻訳 ・通訳者,秘 書,銀 行 一般職員 と.
して働 いていた。
IIIBIS総裁マ ッキ トリックの職務開始
ヨー ロッパ における戦争 の勃発 はア メリカ合 衆 国にいた予定 され たBIS総
裁であ るマ ッキ.トリ ックを驚かせ た。か れは ち ょうどBIS総 裁へ の就任 の挨
拶のた めに ニ ュー ヨー ク連邦準 備銀行 総裁 ジ ョー ジ ・ハ リソンや ニ ュー ヨー
ク ・テ ェース ・バ ンクのウ ィンス ロ ップ ・オル ドリッチWinthropAldrichそ
の他 のアメ リカの銀行 家たちに表敬訪問 を していた最中であ った。既 に述べ た
よ うに マ ッキ トリ ックはその銀行家 として の経 歴 を1922年以来 ロ ン ドンで行
なってお り,前 々BIS総 裁で現 フ ァース ト・ナ シ ョナル ・バ ンク副頭 取の レ
オ ン ・フレーザーを除いてアメ リカの銀行 シー ンの主要な代表 者たちをわずか
に直接知 ってい るだけで あった。 フ レーザーは1933年にマ ッキ.トリックを ドイ
ツ対外債務仲裁委員会 の副議長 に任命 していた。広 範な ウォール ・ス トリー ト
への表敬訪 問によってマ ッキ トリックは この不足 を埋 め合 わせ ることを試みて
いたので ある。
1939年9月は じめ にかれがただちにバ.一ゼルへ の渡航 を行 なうことは実現 し
16{訂6)第161巻 第3号
なか った。 とい うのはアメ リカ国務省が彼 に国際機 関の所属員 めた めの外交官
パスポー トを与 える ことを遅延 したか らである。 当然 の ことなが ら彼の職務へ..
の アメリカ合衆 国政府 のこ うした(間 接 的で あれ)資 格認定 な しにはマ ッキ ト
リックはBISに おけ る仕事 を始 め るつ もりはなか った。パ スポ」 ト発行 の遅
延 の背後 にある推進力 は,ア メ リカ合 衆国市民 のBIS総 裁 に何 ら異議 を持 っ
ていなかった合衆国 国務 長官の コーデル ・ハルで はな く,合 衆国財務省長官で
BIS敵対者で あ るヘ ン リー.・モーゲ シソー,Jr.であった。 「さま ざまな ヨー.
ロ ッパ諸国が合衆国 国務省 に介入 した後」,や っとマ ッキ トリ ックは熱望 して
いた外 交官パ スを受 け取 った跳 彼 の夫 人 と4人 の娘 はそれにたい して旅券を
得 るこ とがで きず,ア メ リカに とどまらねば な らなか った。.1ユ月のは.じめに
マ ッキ トリックは彼 の真新 しい合衆 国外交官 パスを もって ジェノアに向 けて出
発 し,パ リとロ ンドンへの電撃訪 問の後1939年12月の半ば にバーゼ ルに着いた。
マ ッキ トリックが セン トラルバー ン.・シ ュ トラーセの彼の オフ ィスに就 くか
就 かない うちに,一 通 りの公式の就任挨拶 回 りが ライ ヒ.スバ ンク,イ タリア銀
行,フ ランス銀行,イ ングラ ンド銀行,お よびベルギー国立銀行 を巡 って始め
られた。 まず は じめ に二 日間 にわた ってベル リンに行 き,そ こで彼 は1940年1
月16日に ライ ヒスバ ンク総裁 ヴ ァルター ・フンクに出迎 えられた。 ナチ党の機.
関紙 「フェルキ ッシ ャー ・ベ オーバハ ター」 は この 「アメ リカ金融人」の ドイ.
ツの首都へ の来訪 を極め て好意的 に報道 してい る。二 回の夜の祝宴でマ ッキ ト
リックは ドイツの銀行界で地位 と名前 のあるすべ ての人 と知 り合 う機会がで き
た。昼 の間ず っ とライヒスバ ンク総裁 ヴァル ター ・フン.クと副総裁エ ミール ・
プールは新 しいBIS総 裁 に対 して公 的な会談でBISめ 存 続に対す る ドィ ッの
おお きな利益 を断言 していた。「監査役 会にお ける何 らの変更 も人員の減少 も
行 なわれ るべ きで ない。(中略)BISの 能力 は これ までの枠の まま維持 されね















は語 った3%そ れ とともにおそ らく当時まさ しく増大 していたニ ュー ヨー クに
おけ るライ ヒスバ ンクの資金往来で のBISの 役割 につ いて も言及 されたであ
ろ う(後 述).。
.マ ッキ トリックは彼の側か らは ライ ヒスバ ンク総裁 に対 して 「ロン ドンとパ
リの同僚」 との彼 の会 談につい て伝 えた33>。かれ はまたBISを 完 全 に不偏 不
党で運営す るつ もりだ。第三帝国に対 して何 らの有利 な扱い をす るもので もな
い と強調 した。.そのさい同席 していたBIS総 支配 人パ ウル ・ヘ ヒラーはBIS
銀行部 門のい くつかの当面 していた,ラ イ ヒスバ ンクに合併 された ダンチ ヒ中
央銀行 とワルシ ャワの閉鎖されたポー ラン ド銀行 の清算 を巡 る問題 に注意 を導
いた。 人 々は,こ の二 つの機関 の持 っていたBIS株 式持 ち分 と投 票権が ライ
ヒスバ ンクに移 ることに同意 した。 フンクとマ ッキ トリックはライヒスバ ンク
とBISの 間の コ ミュニ ケー シ ョンにつ いての これか らの行動 につい て も調 整
を行 なった。 副総裁 エ ミー ル ・プー ルが ヴ ァル ター ・フ ンクの代理 者 として
バ ーゼル との間で人的な コンタク トを保ち,他 方 ライ ヒスバ ンク総裁 は文書 に
よ る手続 きの枠 内で今や敵対す るこ とにな った諸国 に所 属す るBIS監 査役 会
諸 メ ンバー との 間で互い に情報交換すべ きとい うこ とになった。会談 の最後 に
フンクとマ ッキ トリックはBIS}任 エ コノ ミ.ストのベ ル ・ヤ コブ ソンのベ ル
リン来訪 について も取 り決めた瓶
1940年1月のマ ッキ トリックのベル リン訪 問はか れが ヴ ァルター ・フンクと
の問で行 な った唯一 の人的 な会 合で あ った。 ライ ヒスバ ン ク副総 裁 のエ ミー
ル ・プー ルはそれ とは異な りユ940年1月か ら1945年4月にか けて無数 の回数
バ ーゼル との往復 を行な っている。 ライヒスバ ンク幹部 プールはヴィルヘ ルム








.ク連邦準備銀行 ハ リソン総裁 にたいす るライ ヒスバ ンクめ便宜を図った働 きか
けの ほか に,か れは精力 的に レオ ン ・フ レーザー との間で手紙のや り取 りを行
なってい る。 フレーザーが副頭取 のフ ァー ス ト.・ナ シ ョナル ・バ ンクは既述 の
よ うにアメ リカにおけるBISの 大株主であ るだ けで はな くBIS配 当金 のアメ
リカにお ける支払場所で もあ った。 フ レーザー は,民 間銀行代 表 としてニュー
ヨー ク連邦準 備銀行顧 問会議 に も座 して いたが,か れ はBISを 第三帝国へ至
る秘密 の直接 アクセス ・ルー トと して も使 うことがで きたので あ る。 「もうひ
とつ の メ ッセージを同封す る。 これ は君 自身が封 を してヘ ヒラーに渡 して.く
れ。」 こうい う後書 きを以 って レオ ン ・フ レーザーは1940年4月18日のマ ッキ
トリ.ックへ の手紙 を結 んで いる錫,。レオ ン ・フ レー ザーが どれ ぐらい多 くのこ
うした秘密の メ ッセー ジをや り取 りしていたか,ま た誰 に向けてそれを行 なっ
ていたか,は.今日までの ところ霧 の中にあ る。現在 まで に文献の中で明 らかに
なってい るの は,1939年10月16日付 けのヤルマール ・シャハ トの手紙 であ り,
パ ウル ・ヘ ヒラー とレオン ・フ レーザ ーを経て アメ リカ合衆国大統領 ルーズベ
ル トに届いた ものである。そのなかで シャハ トは アメ リカに,ド イツの経済界に
とって受入可能 な,第 三帝 国に対す る講和提 案を行 なうこ とを要請 してい る即b
対独宥和の 「新段階」
こ うした諸 関連 を理解す る..Lで有用 なのは,パ リに おけ る国際商 工会議所
(ICC).の活動で ある。1939年11月10日にパ リのICCは 「経 済平和 のための委
員 会」 を設 立 した。 委 員長 はIBM社 長 の トー マ ス ・J.ワトソンThomas
J.Watson,sr.であ り,二 人 の副 委 員長 はオ ラ ンダの産 業家F.Hフ ェ ンテ
ナーF.H.FentenervanVlissi㎜genとアメ リカの銀行 家で ロックフェラー の
支配す るニ ュー ヨー クのチ ェース ・バ ンク頭取 の ウィンス ロ ップ ・W.オル ド
36.MC,LetterfromLeonFrasertoMcKittrick,18.4」940.
37)Friedlaender,Sau1,1"漉rθr鋤E'偽一σ榔,Paris1966,p、68,血丁耶 掴 鵬 「ナ チ 経 済 と ア
.メ1」力大 企 業 一GM社 の 場 合 一一 」 「経 済 論 叢」 第157巻第1号.で 検 討 したGM社 副 社 長,.D.









リッチであ った。さ らに前ベ ルギー首相パ ウル ・ヴァン ・ジーラ ンドや前 オ.ラ
ンダ首相H.コ リジ ンH.Colijinとい うような著名なメ ンバ ーを持 った ひとつ
の委員会 も加わ った。 その際 また当時 アメリカの ヨー ロッパ政策 に大 きな影響
を持 っていたシ ンク ・タ ンクであ るカー ネギー財 団や ロック フェ ラー財団 また
ロ ックフェラー財 団が資金 を出 してい る 「ジュネー ブ ・リサ ーチ ・セ ンター」,
今 日の ジュネーブ ・国際 ハウテス ・エチ ューデス大学研究所 の前 身 も加わ って
いた。.同様 にBISも こ.こ.に代表 を送 ってい た。主任 エ コノ ミス トのペル ・.ヤ
コプシンである。 ドイツの側 はキールの世界経 済研 究所 のア ン ドレアス ・ブレ
デー ル教授AndreasPredoeldを派遣 して いた囲}。この委 員会の設立 はポー ラ
ン ド占領以降の時期 における第三帝国への経 済的な宥和 政策 の支持 と深い関係
がある。かれ らは,チ ェコ.スロヴ ァキアとポー ラン ドの併合 の後 ヒ トラーが東.
部 にお ける空間 に対す るその渇望 を止 めた と期待 したので ある。 「平常 どお り
の営業」,あ るい は 「第三帝国 との経 済平和 」の も とで,世 界貿易 を振 興させ
るべ きだ とい うので ある。そ のさい この委員会 においてはアメ リカ合衆国の大
企業の代 表者たちが これ まで のイギリスの対独 宥和 政治家 たちを大 き く背後 に
押 しや っていたので ある。 イギリス人 にとっては こうした ドイツ人 と.いっ しょ
の催 しは違 法で あった。 とい うの はイギリスの新法 「対敵取引法」 を破 ること
になるか らである。 これ に対 して まだ なお中立国である合衆 国市民 は枢軸諸国
との交流に関 して克服 し難い問題 とい うものは持 っていなか ったのであ る。第
三帝国 との貿易 につ いての最大の利益 関心を もっていたのは,自 らを最 もよ く
ドイツの外 国貿 易の特性 に順応 させてお りドイツとの間で利益 の上が る業務 を
行 なってい たア茅 リカ企 業で あ った。IBMも そのひ どつであ った。 その社 長
ト」マ ス ・エ ワ トソ ンSLも また1937年にヒ トラーか ら 「ドイツ鷲 十字:勲章」
を受 けて いる。 これ はIBMが 第 三帝国 の再軍備 を その ホラ リー ト・パ ンチ

















他 のアメ.リカ諸企業は ドイツ諸企 業 との間で国際 カルテルを通 じての利益 の上
が る取 り決 め によって世界 市場 をお互い の間で分 け合ってい た。 この例 はク ー
ル ップ社 とGE(ジ ェネラル ・エ レク トリック)社 との間の金属加工切削工具
としての タングステン.カー バ イ ドの使用 につい ての取 り決めや,ス タ≧ダー ド
オイル ・ニ ュージ ャージー社 とIG.ファルペ ン社 との問の水素添加法 及び合成
ゴ ム等 を め ぐ る ク ロ ス ラ イセ ン ス,イ ン ター ナ シ ョナ ル ・ニ ッケ ル社
(INCO)とIGフ ァルペ ン社 との間 の協定 などきわめて多数存在 す る鋤。すで
にわれわれが見 た とお りフォー ド社 とGM社 の経済 的な利 害関心 もかれ らの
大 きな ドイ ツ子会社 を以 って第三帝国 のそれ と重 なっていた鋤、 「経済平和 の.
ための委員会」 の最初の作業会議は1940年の1月26日 にブリュ ッセルで開かれ,
具 体的 な行動計画 の作成の ための様 々な作 業 グループが作 られ た。BIS主任
エ コノ ミス ト・ペ ル ・ヤ コブソ ンもこれ に参加 してい る。ヤ コブ ソ ンの総裁
マ ッキ トリッ.クへの報告の一 コピーをかれはパ ウル ・ヘ ヒラーにも渡 してお り,
ヘ ヒラーは これ を即座 にベ ル リ.ンの ライヒスバ ンクの国民経済部 門に送 り届け
てい る・㌔
39)To㎜dorf,H.G.,KrwKdoFabrikmZurich,1943,S.121.
40)拙 稿 「ナ チ 経 済 とア メ リカ大 企 業 一 フ ォー ド社 の 場 什一一 」 「欧 米 資 本 主 義 の 史 的展 開j偲
文 閣,1996年)所 収,前 掲 拙 稿 「ナチ 経 済 と ア メ リ カ大 企 業一GM社 の場.合一 」 参 照 。
41)ZentralesStaatsarchivPQtsdam,Bestand:DしReichsbank,Nr.6741,B1.205-208,M,nngof
tinecommitteeofinquiryfo【economicpeaceりftheICCinBrussels,January,26,1940.
